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議
所
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所
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支
所
案
内

インフォメーションもくじ／会議所カレンダー

4月11日㈮～5月13日㈫
★印の行事は今月号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。

会議所カレンダー

4　
月

11日（金）
青工研 第34回通常総会・35周年記念祝賀会
14日（月）
★【p12】ものづくり補助金説明会
15日（火）
正副会頭 懇談会
16日（水）
マルケイ審査会
17日（木）
青年部 てるて会議・第48回通常総会・懇親会
平成26年度汚染負荷量賦課金申告納付説明・相談会
商業部会 定例会
21日（月）
労働保険事務組合年度更新事務（～23日）
工業部会 KIZUNAプロジェクト会議
22日（火）
首都圏商工会議所ビジネス交流会
24日（木）
青工研OB会総会に伴う懇親会
25日（金）
第42回女性会通常総会、講演会及び懇親会
第19回都産研通常総会、講演会及び懇親会
30日（水）
マルケイ審査会

5　
月

1日（木）
第137回簿記検定試験　窓口申込（～5/9）
4日（日）
さがみの大凧まつり（～5日）
7日（水）
労働保険事務組合年度更新事務（～9日）
8日（木）
日商簿記検定試験 ネット申込（～5/7）、郵送申込
（～4/18）
13日（火）
首都圏商工会議所ビジネス交流会
近未来研 理事会

本　所
〒252-0239
相模原市中央区中央3-12-3

☎：042-753-1315
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相模原
パークレーンズ

←八王子 横浜→
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市役所
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合同庁舎

相模原
商工会議所本所

南支所
〒252-0303
相模原市南区相模大野4-5-1
市民ロビー相模大野2F

☎：042-746-3619

←八王子

相模女子大学

県立
相模大野高等学校 伊勢丹

相模原店本館

相模女子大学
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田
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相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

4/11㈮･4/18㈮・4/25㈮・5/2㈮
13:00～16:00 本 所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

4/24㈭・5/1㈭・5/7㈬
10:00～12:00･13:00～16:00 本 所

4/17㈭
10:00～12:00･13:00～16:00 南支所

発明相談
発明協会相談員による相談

4/10㈭・5/8㈭
13:00～16:00 本 所

許認可相談
行政書士による相談

4/18㈮
13:00～16:00 本 所

税務相談
税理士による相談

4/17㈭・4/24㈭
13:00～16:00 本 所

労務相談
社会保険労務士による相談

5/13㈫
13:00～16:00 本 所

受発注相談
産業振興センター相談員による相談

4/23㈬・5/7㈬
13:00～16:00 本 所

その他各種相談 ※�経営全般、事業承継相談、経営安定
相談等の各種相談も承っております。本 所

ご予約・お問い合わせ：本所経営支援課：☎ 042-753-8135

今月の窓口相談のご案内 無 料

TOPICS

３ 第82回通常議員総会を開催
５ 専門家に学ぶ

COMMUNITY

７ 会員PRコーナー
８ トップインタビュー
９ わが社のいち押し
10 地域産業情報（工業部会）

INFORMATION

12 各種支援制度案内
13 商工会議所からの活動報告
16 アクティブ５
17 新入会員さん紹介

No.477
2014.4CONTENTS



3 相模原商工会議所［会報］4月号

第82回通常議員総会インフォメーション

　

相
模
原
商
工
会
議
所
は
３
月
24
日
、
相
模
原
市

立
産
業
会
館
（
中
央
区
中
央
）
大
研
修
室
で
第
82

回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
次
の
議
案

に
つ
い
て
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
す
べ
て
原
案

通
り
承
認
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
８
号
】

　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
並
び
に
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
の
収
支
予
算
に
係
る
内
容

　

１
．
主
要
事
業
計
画

（
１
）
意
見
要
望
並
び
に
政
策
提
言
活
動
の
強
化

（
２
）‌�

経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
総
合
的
な

経
営
支
援
事
業
の
推
進

（
３
）
市
内
企
業
の
育
成
と
受
発
注
の
促
進

（
４
）
会
員
サ
ー
ビ
ス
・
会
員
交
流
事
業
の
拡
充

（
５
）
相
模
原
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進

（
６
）
雇
用
対
策
と
人
材
育
成
の
支
援

（
７
）
地
域
産
業
振
興
策
の
推
進

（
８
）‌�

当
商
工
会
議
所
環
境
行
動
計
画
に
基
づ
く

環
境
支
援
事
業
等
の
推
進

（
９
）
情
報
化
支
援
事
業
の
推
進

（
10
）
そ
の
他
特
定
事
業

　

２
．
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
「
平
成
26

年
度
予
算
総
括
等
」
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
９
号
】

　

次
の
と
お
り
常
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
毅
氏
（
㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
古
淵
店　

店
長
）

■
主
な
新
規
事
業
等
に
つ
い
て

　

経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
総
合
的
な
経
営

支
援
事
業
の
推
進
＝
①
消
費
税
価
格
転
嫁
対
策
相

談
・
支
援
事
業
（
日
商
委
託
事
業
）
②
事
業
承
継

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
③
中
小
企
業
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
へ
の
支
援
④
企
業
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節

電
対
策
へ
の
支
援
⑤
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資

金
（
マ
ル
経
資
金
）
の
利
用
促
進

　

▽
市
内
企
業
の
育
成
と
受
発
注
の
促
進
＝
①
市

内
中
小
製
造
業
の
次
世
代
自
動
車
・
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
に
関
す
る
研
究
②
公
共
事
業
等
に
対
す
る
市

内
企
業
へ
の
優
先
発
注
の
推
進
③
部
会
や
内
部
団

体
等
の
連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大

や
受
発
注
の
促
進
④
４
商
工
会
議
所
（
東
京
・
横

浜
・
川
崎
・
相
模
原
）
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ

ザ
の
開
催
⑤
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業
と
研
究
機
関
等

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

　

▽
会
員
サ
ー
ビ
ス
・
会
員
交
流
事
業
の
拡
充
①

セ
ミ
ナ
ー
や
先
進
地
視
察
な
ど
の
研
修
事
業
の
実

施
②
市
内
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
会
員
割
引

健
康
診
断
の
実
施
③
（
仮
称
）「
婚
活
事
業
」（
独

身
者
の
出
会
い
の
広
場
等
）の
開
催
④
各
種
共
済
・

保
険
制
度
の
普
及
促
進

　

▽
相
模
原
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進
＝
①
潤

水
都
市
ブ
ラ
ン
ド
水
の
販
売
②
「
て
る
て
姫
」
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推

進
③
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
と
連
携
し

た
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進
④
相
模
原
市
市
制
施

行
60
周
年
記
念
事
業
へ
の
参
加

　

▽
地
域
産
業
振
興
策
の
推
進
＝
①
商
店
街
活
性

化
事
業
の
推
進
②
第
11
回
相
模
原
お
店
大
賞
事
業

の
実
施
③
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
に
お
け
る

事
業
等
へ
の
支
援
④
既
存
産
業
高
度
化
支
援
事
業

の
実
施
⑤
各
種
団
体
が
実
施
す
る
業
種
団
体
活
性

化
事
業
の
支
援

　

▽
そ
の
他
特
定
事
業
＝
①
役
職
員
が
一
体
と
な

っ
た
会
員
増
強
運
動
の
積
極
的
な
展
開
②
大
口
会

員
企
業
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
③
中
期
財
政
計

画
の
策
定
④
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
Ｐ
Ｒ
等
、

相
模
原
市
や
日
本
商
工
会
議
所
等
の
取
組
み
の
協

力
・
支
援
⑤
橋
本
駅
並
び
に
Ｊ
Ｒ
相
模
原
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
・
支
援
⑥
商
工
会
館
新
館

の
設
備
機
器
修
繕
事
業
の
実
施
⑦
商
店
街
等
と
有

機
的
に
連
携
し
た
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
⑧
役

員
に
よ
る
旧
津
久
井
地
域
４
商
工
会
と
の
連
絡
調

整

第
82
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催

全
議
案
、全
会一致
で
承
認
さ
れ
る

平成26年度　予算総括表
� （単位：千円）

会　　計　　名 26年度予算額 25年度予算額 比較増減（△）
１　一 般 会 計 211,080 170,500 40,580
２　特 別 会 計 1,027,904 600,064 427,840
　（１）中小企業相談所特別会計 193,590 187,500 6,090
　（２）福祉共済事業特別会計 30,790 29,640 1,150
　（３）特定退職金共済事業特別会計 467,000 7,000 460,000
　（４）商工会館特別会計 104,790 43,100 61,690
　（５）産業会館特別会計 0 95,110 △ 95,110
　（６）積立金特別会計 220,454 228,224 △ 7,770
　（７）退職給与積立金特別会計 11,280 9,490 1,790

合 　　　　計（１＋２） 1,238,984 770,564 468,420
一般・特別会計重複分 142,690 69,250 73,440
差 引 予 算 額 純 計 1,096,294 701,314 394,980

平成26年度　科目別収支予算総括表
（収入の部）� （単位：千円）

勘　定　科　目 26年度予算額 25年度予算額 比較増減（△）
1　会　　　　　　　　費 93,965 89,150 4,815
2　交　　　付　　　金 140,370 139,052 1,318
3　事　　業　　収　　入 106,640 104,480 2,160
4　負　　　担　　　金 3,900 4,100 △ 200
5　雑　　　収　　　入 1,020 1,018 2
6　繰　　　入　　　金 37,780 5,780 32,000
7　財政調整基金取崩収入 49,745 8,100 41,645
8　前 年 度 繰 越 金 19,000 31,500 △ 12,500

合　　　　計 452,420 383,180 69,240
（支出の部）� （単位：千円）

勘　定　科　目 26年度予算額 25年度予算額 比較増減（△）
1　事　　　業　　　費 190,560 128,710 61,850
2　管　　　理　　　費 248,830 242,940 5,890
3　退 職 給 与 積 立 金 10,080 8,580 1,500
4　予　　　備　　　費 2,950 2,950 0

合　　　　計 452,420 383,180 69,240
※25年度予算額は、産業会館特別会計のものは除く
※�積立に係る特別会計（積立金、退職給与）、特定退職金共済事業以外会計間の繰入金は除く
※特定退職金共済事業特別会計の保険料及び給付金は除く
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消費税率引き上げと中小企業転嫁対策③ インフォメーション

■
資
金
繰
り
に
注
意

　

下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
消
費
税
５
％
の
場

合
も
８
％
の
場
合
も
、
税
抜
売
上
高
１
，０
０
０

円
、
利
益
１
０
０
円
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
納
税

額
は
20
円
だ
っ
た
も
の
が
32
円
と
、
１
・
６
倍
に

増
え
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
消
費
税
は
一
時
的
な
預
り
金
で
あ
り
、

自
社
の
資
金
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
今
ま
で
以
上

に
認
識
し
て
、
納
税
時
に
資
金
不
足
に
陥
ら
な
い

よ
う
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
お
金
の
動
き
を

月
次
・
週
次
・
日
次
で
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
売
上
げ
と
利
益
は
違
う
こ
と
を
認
識

し
た
う
え
で
、
①
受
取
り
や
支
払
い
ま
で
の
日
数

の
改
善
、
②
在
庫
が
売
れ
て
い
く
期
間
の
把
握
と

改
善
、
③
遊
休
資
産
の
処
分
、
④
売
上
げ
増
の
た

め
に
掛
売
り
を
増
や
さ
な
い
、
⑤
任
意
の
消
費
税

中
間
納
付
制
度
の
活
用
な
ど
の
対
策
を
取
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

■
組
織
の
対
応
重
要

　

次
に
「
組
織
対
応
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

経
営
陣
は
転
嫁
対
策
を
理
解
し
指

示
を
し
て
い
た
の
に
、
現
場
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
回
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
に
、
結
局
税
率
引
き
上
げ
に
対

応
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
し
た
い
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
税
込
価
格
で
売

上
げ
を
管
理
し
て
い
た
た
め
、
増
税

に
よ
る
利
益
の
減
少
に
気
付
か
ず
、

営
業
戦
略
を
見
誤
る
、
②
会
社
の
利

益
の
た
め
と
思
っ
て
仕
入
れ
先
と
行

っ
た
交
渉
が
、
転
嫁
対
策
特
別
措
置

法
で
禁
止
さ
れ
る
「
買
い
た
た
き
」

行
為
に
な
っ
て
し
ま
う
、
③
税
率
引

き
上
げ
へ
の
準
備
不
足
や
認
識
不
足

の
た
め
に
納
期
遅
れ
を
起
こ
し
て
し

ま
う
、
④
売
上
げ
を
い
つ
計
上
す
る

か
の
基
準
が
明
確
で
な
い
た
め
に
、

適
用
税
率
を
間
違
え
る
、
⑤
契
約
書

や
見
積
書
な
ど
が
総
額
表
示
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

適
用
税
率
に
つ
い
て
取
引
先
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
、

⑥
3
月
ま
で
の
駆
け
込
み
需
要
の
獲
得
と
4
月
以

降
の
反
動
減
へ
の
対
策
が
不
十
分
で
、
売
上
げ
が

減
少
す
る
、
⑦
総
額
表
示
と
外
税
表
示
が
混
在
し
、

そ
の
対
応
で
現
場
が
混
乱
す
る
、
⑧
消
費
税
に
関

す
る
ク
レ
ー
ム
や
質
問
の
情
報
共
有
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
、
組
織
と

し
て
の
消
費
税
転
嫁
対
策
を
是
非
と
も
練
っ
て
い

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
備
え
て
、
組
織

と
し
て
転
嫁
対
策
の
方
針
を
決
め
る
こ
と
も
重
要

で
す
。

　

①
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
価
格
改
定
、
②
価
格
表

示
の
変
更
、
③
新
商
品
の
導
入
・
既
存
商
品
の
高

付
加
価
値
化
と
い
っ
た
対
策
を
、
経
営
者
・
従
業

員
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
た
い
も
の
で
す
。

　

転
嫁
対
策
の
方
針
が
決
定
し
た
ら
、
そ
の
た
め

に
や
る
べ
き
事
、
注
意
す
べ
き
事
と
い
っ
た
「
社

内
ル
ー
ル
」
を
設
定
し
、
従
業
員
に
周
知
徹
底
す

る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
対
策
チ
ー
ム
を
組
織
す
る
こ

と
や
、
情
報
の
受
発
信
源
を
明
確
に
定
め
た
一
元

管
理
が
有
効
と
な
る
で
し
ょ
う
。

■
経
営
の
見
直
し
を

　

以
上
、
全
３
回
に
わ
た
り
、
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
今
回
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

と
い
う
大
き
な
経
営
環
境
の
変
化
を
き
っ
か
け
に
、

価
格
設
定
、
販
売
計
画
、
資
金
繰
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
経
営
を
見
直
し
て
、
総
合
的
な

経
営
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
来
る
大
き
な
波
を
乗
り
越
え
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
安
定
し
た
経
営
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

ぜ
ひ
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。◆　

　
　

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

日
本
商
工
会
議
所
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談

等
事
業
実
施
Ｗ
Ｇ
委
員
／
東
京
商
工
会
議
所
中
小

企
業
相
談
セ
ン
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
中

小
企
業
診
断
士　

秋
島
一
雄

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
３
回
目
は
、
消
費
税
の

転
嫁
対
策
で
重
要
な
「
資
金
繰
り
」
と
、
転

嫁
対
策
の
全
体
像
を
に
ら
ん
だ「
組
織
対
応
」

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

納税額の増加
消費税率引き上げ後、税抜き売上高は変わらなくても、
納税資金は増加する。

5％ 税抜き 税込み
売　　　　　上 1,000円（消費税50円） 1,050円

費　用
原　価 300円（消費税15円） 315円
給　与 300円（消費税 0円） 300円
家　賃 300円（消費税15円） 315円

利　　　　　益 100円（納税額20円） 120円

8％
税抜き 税込み

売　　　　　上 1,000円（消費税80円） 1,080円

費　用
原　価 300円（消費税24円） 324円
給　与 300円（消費税 0円） 300円
家　賃 300円（消費税24円） 324円

利　　　　　益 100円（納税額32円） 132円

納税額は
現在の

1.6倍に！

第 ３回

消
費
税
率
引
き
上
げ
と

�
中
小
企
業
の
転
嫁
対
策



5 相模原商工会議所［会報］4月号

てるて先生の販促講座（第１回）／地域で進める地球温暖化対策（第１回）　他専門家に学ぶ

相模原商工会議所電力使用量 ２ 月電力使用量　33,469kwh（昨年同月29,536kwh） 当商工会議所ではエコアクション２１を認証取得
しております

売
促
進
＝「
集
客
」と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ

う
す
る
と
販
売
促
進
が
と
て
も
狭
い
範
囲
に
限
定

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
（
相
模
）
集
客
以
外
の
目
的
が
あ
る
の
か
な
…

　
（
て
る
て
）
は
い
、
販
売
促
進
は
お
客
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
双
方
向
の
も
の
で

す
。
一
方
通
行
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
お
店
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
→
理
解
し
て
も
ら
う
→
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
→
来
店
・
入
店
し
て
も
ら
う
→

買
物
を
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
何
ら
か
の
反
応
を

引
き
出
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
最
初
か
ら
買
っ
て

も
ら
う
こ
と
だ
け
を
考
え
て
し
ま
う
と
、
片
手
落

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
（
相
模
）「
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
か
ら
で
す
ね
。

そ
れ
な
ら
ば
販
売
促
進
策
と
い
う
の
は
、
色
々
な

こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

　
（
て
る
て
）
そ
う
で
す
よ
！
こ
れ
か
ら
具
体
的

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 
�

（
続
く
）

　

■
今
回
の
ま
と
め
…
販
売
促
進
は
、
お
客
様
と

の
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
手
段
と
考
え
、

そ
の
意
味
を
広
く
と
ら
え
て
具
体
策
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

経
営
の
伴
走
者
と

し
て
店
舗
・
企
業
の

販
売
促
進
、
新
事
業

展
開
、
創
業
支
援
に

ま
い
進
中
。
女
性
・
生
活
活
者
と
し
て
の
視
点
を

生
か
し
、
具
体
的
・
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得

意
と
す
る
。

　
（
て
る
て
先
生
）
こ
ん
に
ち
は
、
相
模
さ
ん
。

今
月
か
ら
１
年
間
販
促
講
座
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
相
模
さ
ん
）
て
る
て
先
生
、
こ
ん
に
ち
は
。

う
ち
の
店
は
、
家
族
と
ア
ル
バ
イ
ト
で
経
営
し
て

い
る
個
人
商
店
で
す
。
親
父
の
代
か
ら
引
き
継
い

で
し
ば
ら
く
経
ち
ま
す
。
先
日
、
近
所
で
お
客
さ

ん
の
不
思
議
な
行
動
を
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
（
て
る
て
）
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

　
（
相
模
）
近
所
の
お
店
の
前
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を

連
れ
た
お
客
さ
ん
が
し
ば
ら
く
店
の
中
を
の
ぞ
き
、

入
り
た
そ
う
に
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
ま

ま
入
ら
ず
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
気
に
な
る

な
ら
入
っ
て
見
れ
ば
い
い
の
に
…
。
ひ
と
声
か
け

て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
か
ね
。

　
（
て
る
て
）
そ
う
で
す
か
。
同
じ
よ
う
な
こ
と

は
他
で
も
聞
き
ま
す
よ
。
若
い
世
代
は
個
人
商
店

で
の
買
い
物
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

人
も
い
る
よ
う
で
す
し
、
買
い
物
で
失
敗
し
た
く

な
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
（
相
模
）
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

　
（
て
る
て
）
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
の
情
報
提
供
が
必
要
で
す
。

　
（
相
模
）
情
報
提
供
だ
っ
た
ら
、
う
ち
の
店
で

も
や
っ
て
い
ま
す
！
新
聞
チ
ラ
シ
と
か
、
Ｄ
Ｍ
だ

っ
て
情
報
提
供
で
す
よ
ね
？

　
（
て
る
て
）
そ
れ
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
販

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
温
暖

化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
す
る
こ
と
が
中
心
で

し
た
。

　

し
か
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
は
長
期
間

に
及
ぶ
上
、
過
去
に
排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の

累
積
な
ど
も
あ
り
、
今
後
数
十
年
間
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
は
避
け
が
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

す
で
に
温
暖
化
の
影
響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

事
象
が
日
本
で
も
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
温
暖
化
対
策
で

は
、
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
す

る
「
緩
和
策
」
だ
け
で
な
く
、
人
間
社
会
の
あ
り
方

を
調
整
す
る
こ
と
で
予
測
さ
れ
る
温
暖
化
の
影
響
を

で
き
る
限
り
抑
え
る
「
適
応
策
」
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
温
暖
化
対
策
に
お
い
て
重
要
と

な
る
の
は
、
緩
和
と
適
応
の
両
立
な
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
緩
和
策
」
に
お
い
て
も
、
地
域
に

お
け
る
対
策
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

行
政
、
市
民
、
企
業
な
ど
立
場
の
異
な
る
複
数
の
主

体
が
連
携
し
て
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
参
加

者
の
顔
が
見
え
や
す
く
、
信
頼
関
係
が
醸
成
し
や
す

い
地
域
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
有
効
で
あ
る
こ
と

や
、
地
域
に
お
け
る
先
進
的
な
取
り
組
み
が
国
レ
ベ

ル
で
の
政
策
を
前
進
さ
せ
る
重
要
な
契
機
と
も
な
る

か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
「
適
応
策
」
に
お
い
て
は
、
地
域
で
の
対

策
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
温
暖

化
に
よ
る
影
響
と
し
て
、
真
夏
日
な
ど
の
暑

い
日
が
増
え
る
こ
と
の
ほ
か
大
雨
の
頻
度
が

増
え
る
こ
と
や
台
風
の
強
度
が
増
す
こ
と
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
異
常
気
象
の
増
加
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
異
常
気
象
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
か
は
、
地
形
な
ど

の
自
然
環
境
や
人
口
構
成
な
ど
の
社
会
環
境
、

さ
ら
に
は
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
成
立
な
ど
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な

っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
温
暖
化
に
対
す
る
「
脆
弱
性
」

と
呼
ば
れ
、
適
応
策
を
進
め
て
い
く
う
え
で

は
こ
れ
ら
地
域
に
固
有
の
脆
弱
性
を
適
切
に

評
価
し
、
効
果
的
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
後
の
地
球
温
暖
化
対
策

を
考
え
る
上
で
は
、
地
域
で
の
取
り
組
み
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
連
載
で
は
、
緩
和
と
適
当
の
両
面
か

ら
地
域
で
進
め
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

環
境
問
題
に
お
け
る
効
果
的
な
科
学
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
確
立
を
め
ざ
す
。

さ
が
み
は

ら
地
球
温

暖
化
対
策

協
議
会
設

立
メ
ン
バ

ー
。

�

中
小
企
業
診
断
士　

有
村　

知
里

販
促
は
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 第 １回

て
る
て
先
生
の
販
促
講
座

神
奈
川
大
学

人
間
科
学
科
教
授　

松
本　

安
生

「
緩
和
と
適
応
の
両
立
へ
」

地
域
で
進
め
る
地
球
温
暖
化
対
策

第
１
回



6

神奈川県特定（産業別）最低賃金
効力発生年月日　平成26年 3 月15日
最低賃金の件名 最低賃金額

塗料製造業 884円
鉄　鋼　業 874円

電子部品･デバイス･電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 873円
　特定（産業別）最低賃金の適用対象業種の範囲は、総務省が定めている日本標準産
業分類によって定められています。
　地域別最低賃金（神奈川県：868円）と特定（産業別）最低賃金の両方が適用される
労働者には、使用者は高い方の最低賃金以上の賃金を支払わなければなりません。
　その他の特定（産業別）最低賃金は下記HPでご確認ください。
神奈川労働局賃金課　☎ ０４５-２１１-７３５４
　ホームページ　http://kanagawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/banner/saichin.html

有限会社コウチヤ
　　　代表取締役　藤 田 　実相模原の　　　

　お店・企業版「インターネット活用術」㉓

読 み 物相模原のお店・企業版「インターネット活用術」㉓ ／神奈川県特定（産業別）最低賃金

ホームページ記事管理システム「WordPress」
■「WordPress」とは
　「WordPress」を一言で説明すると「ブログ作成用プログラム」
です。プログラムはインターネット上のサーバーにセットアップ
して利用します。現在では、世界のトップ100のブログで使われ
ているCMS（記事管理システム）の半分以上でWordPressが
使われており、トップ100万サイトでも 2割近くに達するそうで
す。これは圧倒的なシェアといえます。
　WordPressを利用すると、新着情報の公開や記述内容の修正
のためにホームページビルダーやドリームウィーバーというよう
なパソコン用ソフトを購入する必要が無く、アメブロなどのブロ
グサービスと同じようにユーザー名とパスワードで管理画面にロ
グインし、記事のタイトルや本文などを入力して公開ボタンをク
リックするだけで、きれいなデザインでWebサイトとして表示
してくれます。
　テーマというデザインのひな形を利用できる仕組みが有り、あ
る程度の知識があれば、誰でも簡単にオリジナルのドメイン
（URL）で更新しやすくきれいなブログサイトが作れるというこ
とから、大変人気となりました。さらに、無料で商用利用するこ
とが可能な配布形態であったことや、オープンソースで、プラグ
インという便利な機能拡張プログラムも多くが無料提供となって

いることも人気の要因となっています。
　私が本格的にWordPressを用いたサイト制作を手がけだした
のは2006年ごろからですが、そのころはまだまだマイナーな存在
でした。当時はブログ用という認識も強かったWordPressに企
業ホームページ用のテーマを作成し、WordPressという名前は
最初は出さずに「パソコンに専用ソフトは不要でブログの要領で
記事更新が簡単です」ということでPRしていましたが、今では
「WordPressで制作して欲しい」と指名いただく案件もかなり
多くなりました。特に2009年以降は毎年 9割以上のサイト制作を
WordPressを用いて行っています。
　同業の友人達と話しても、相模原市内でもWordPressを用い
た企業サイトが増えてきたようです。これまでに耳にして気に
なっている方も多いと思われますので、これから何回かに分け
てWordPressを用いた企業ホームページの制作についてご紹介
いたします。なお、相模原商工会議所や弊社のホームページも
WordPressを用いて構築しています。
■ブログとしての利用なら無料ブログサービスも利用可能
　WordPressをサーバーにインストールして利用する場合はレ
ンタルサーバーや独自ドメインの契約が必要ですが、ブログとし
ての使い勝手を試してみたいという場合は、メールアドレスの
登録だけで使えるWordPress.comというサービスがあります。
まずこちらで使い勝手を確認してみるのも良いでしょう。

【図版】
wordpress.org.png
サーバーインストール型 
WordPress の サ イ ト

「WordPress.org」
http://ja.wordpress.org/

【図版】
wordpress.com.png
無料でWordPressのブログ
が作れる「WordPress.com」
http://ja.wordpress.com/

WordPressのメリット
・簡単な記事は誰でも作成や更新することができる。
・利用者が多く、ノウハウ情報が広く蓄積・公開されている。
・プログラムを無料で利用できる。
・良質なデザインテーマが豊富に提供されている。
・メールフォーム、アクセス解析などの機能拡張プラグインが豊富に提供
されている。

・記事のバックアップを自動的に保存するので、間違って更新しても安心。
・ログインユーザーを複数作成し、権限を設定できるのでチームでのサイ
ト運営が可能。
・解説書籍が多く販売されている。

WordPressのデメリット
・本格的にオリジナルデザインにする場合は、HTML/CSSの知識だけで
なくプログラムやサーバー設定の知識も必要。
・MySQLというデータベースが必要なので、インターネットプロバイダ
のおまけホームページエリアでは使えないことが多い。
・ページ内で複雑なレイアウトをしようと思うとHTMLの知識が必要に
なる。
・セキュリティホールが発見されるとアップデートする必要がある。
・できれば詳しい人や業者と保守契約したほうが良い。

家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）
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会員紹介 会員ＰＲコーナー 

会
員
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

掲
載
無
料
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
広
く
Ｐ
Ｒ
を
希
望
す
る
会
員
限

定
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
総
務
課
（
☎
０
４
２
︲
７
５
３
︲
８
１
３
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
掲
載
は
原
則
１
社
年
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

素材の旨みを引き立たせる
職人のこだわりが光るお店

■ らーめんとつけめん　浅沼屋
〒252-0206　相模原市中央区淵野辺１-12-９　小町旅館１F
☎&FAX：042-758-3556

　浅沼屋では鶏、野菜、魚介のダシ
をバランス良く合わせ上質な醤油ダ
レを組み合わせた醤油らーめんや、
素材の香りと旨味、さらに塩のコク
を堪能できる塩らーめんを味わえま
す。また、濃厚な鶏ダシ白湯を使用
したつけ麺は、コラーゲンたっぷり
で濃厚なのに臭みがなく、鶏の滋味
を満喫できます。若者から年配層ま
で家族連れでも気軽に入れるお店で
すので、ぜひ、当店にお立ち寄り下
さいませ。

「健康・美容」をアシストする
特許新製品を開発、販売しています。

■ 株式会社　ケンコウアサヒ

　当社の製品は、特許技術を活かし、健康にやさし
い「安心・安全」な新製品を開発、販売する会社です。
　主要製品は、「アロマ・磁気」の各種製品です。
　アロマ製品は、アロマの香りを長期間持続させる
新方式マイクロパウダー（特許取得済み）を使用し
た各種製品です。香りを楽しみながらリフレッシュ、
快適な生活をアシストします。
　磁気製品は「弱磁気板にネオジウム磁石を同極で
配置する二重構造」高磁束密度の新製品（特許申請
中）で磁気の交換は不要です。首、肩、腰などに装
着してコリ、血行を改善します。是非お試し下さい。

〒252-0344　相模原市南区古淵１-23-７
☎：042-851-3321　 FAX：042-６８9-6843
URL：http://www.kenko-asahi.co.jp

４月会報、折込チラシをご覧下さい。

アロママスクケースは
風邪、花粉、PM2.5 対策に!!
磁気製品は、コリ、血行を改善!!

会員の皆様へ
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トップインタビュー 会員紹介

　
―
照
天
神
社
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
立
ち
上
げ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
24
年

目
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
わ
ず
か
２
坪
の
小
さ
な

神
社
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
も
と
も
と
、
少

年
時
代
か
ら
哲
学
や
歴
史
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

中
学
生
の
と
き
に
は
、
こ
の
道
に
進
も
う
と
決
め

て
い
ま
し
た
。
國
學
院
大
学
の
文
学
部
神
道
学
科

を
卒
業
し
、
最
初
は
大
き
い
神
社
で
働
い
て
い
ま

し
た
」

　
「
と
こ
ろ
が
、
大
き
な
組
織
だ
け
に
、
内
部
の

　

緑
区
大
島
の
照
天
（
て
る
て
ん
）
神
社
は
、

一
般
的
な
神
社
と
は
少
し
異
な
り
ま
す
。
古

来
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
問
題
と
向
き
合
い
続
け
て
い
ま
す
。

〝
携
帯
電
話
の
お
祓
い
〟
や
〝
人
生
相
談
〟

な
ど
を
行
い
、
全
国
か
ら
参
拝
者
が
訪
れ
ま

す
。「
代
表
役
員
宮
司
」
を
務
め
る
金
子
雄

貴
さ
ん
は
、
自
ら
を
神
社
界
の
異
端
児
と
言

い
ま
す
。
宮
司
と
は
何
か
―
。
金
子
さ
ん
は

「
人
の
役
に
立
つ
こ
と
。
そ
し
て
現
代
社
会

の
役
に
立
つ
実
践
的
な
仕
事
で
あ
る
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

始
め
た
と
思
い
ま
す
。
今
や
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能
携
帯
電
話
）
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
伴
い
、

携
帯
電
話
を
通
じ
て
人
と
の
縁
が
で
き
た
り
、
災

い
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
が
普
及
し
た

こ
と
も
、
そ
う
し
た
傾
向
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま

す
。
現
在
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら

携
帯
電
話
の
お
祓
い
を
目
的
に
、
年
間
４
０
０
人

ほ
ど
が
や
っ
て
来
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
、

20
～
40
歳
代
の
若
い
人
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
そ
の
人
の
人
生
相
談
に
乗
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　
「
悩
み
を
数
時
間
か
け
て
、
じ
っ
く
り
と
聞
き

ま
す
。
お
祓
い
も
人
生
相
談
も
予
約
制
で
す
が
、

時
間
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
希
望
が
あ
れ
ば
何
時

で
も
対
応
し
ま
す
。
悩
み
は
千
差
万
別
で
す
が
、

一
番
多
い
の
は
、
会
社
や
家
庭
で
の
人
間
関
係
で

す
。
な
か
に
は
精
神
疾
患
の
人
も
い
る
の
で
、
う

か
つ
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
慎
重
に
言
葉
を
考

え
ま
す
。
当
然
、
専
門
的
な
知
識
も
必
要
に
な
る

の
で
、
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
」

　
「
人
生
相
談
を
通
じ
て
思
う
こ
と
で
す
が
、
今

は
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

相
談
で
き
る
人
が
身
近
に
い
な
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
求

め
て
も
、
そ
こ
で
逆
に
傷
つ
け
ら
れ
る
。
だ
か
ら

相
談
に
来
ま
す
。
大
変
で
す
が
、『
無
事
問
題
が

階
級
闘
争
が
あ
っ
た
り
し
て
、
宗
教
の
裏
側
を
見

て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
に
な
り
ま
し
た
。
世
の
中

を
広
く
見
渡
せ
ば
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち
、
救
い

の
手
を
差
し
伸
べ
て
ほ
し
い
人
た
ち
が
数
多
く
い

ま
す
。
そ
ん
な
人
々
の
た
め
、
心
の
安
ら
ぎ
の
場

を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、
相
模
原
で
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
10
年
後
に
今
の
土
地
を
購
入
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
」

　
―
携
帯
電
話
の
お
祓
い
や
人
生
相
談
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
始
め
た
き
っ
か
け
な
ど
を
教
え
て

下
さ
い
。

　
「
情
報
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
始
め
ま
し
た
。

10
年
ほ
ど
前
か
ら
で
す
。
ど
の
神
社
よ
り
も
早
く

解
決
し
ま
し
た
』
と
お
礼
参
り
に
来
て
く
れ
る
の

が
一
番
う
れ
し
く
、
や
り
が
い
に
な
り
ま
す
ね
」

　
―
自
殺
や
孤
独
死
現
場
の
お
祓
い
も
や
っ
て
い

ま
す
。

　
「
同
じ
く
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。

年
中
無
休
で
す
。
関
東
一
円
か
ら
申
し
込
み
が
あ

り
、
年
間
１
０
０
件
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
ど
の
神

社
も
敬
遠
す
る
仕
事
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
現
場

に
出
向
い
て
お
祓
い
し
ま
す
。
午
前
中
に
千
葉
や

群
馬
県
内
で
の
依
頼
な
ん
て
よ
く
あ
る
の
で
、
大

抵
は
午
前
３
時
に
起
床
し
て
出
発
し
ま
す
」

　
―
そ
こ
ま
で
ハ
ー
ド
な
生
活
を
支
え
て
い
る
原

動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
「
自
分
は
神
社
界
で
異
端
児
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
が
、
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
20
、
30
歳
代
の

若
い
人
た
ち
は
、
神
社
が
生
活
と
が
関
係
な
い
も

の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
神
社
界

は
、
歴
史
と
伝
統
に
満
足
し
て
い
て
は
だ
め
で
す
。

人
生
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
人
、
悩
ん
で
い
る
人
に

足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
神
社
に
対
し
て
親
近
感
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
結
果
的
に
、

古
来
か
ら
の
伝
統
を
伝
え
る
き

か
っ
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
よ

い
で
す
。
い
ず
れ
寄
付
な
し
で

大
き
い
神
社
を
建
て
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
原
動
力

で
す
。
相
模
原
と
い
え
ば
、
こ

の
神
社
。
こ
の
神
社
が
あ
る
相

模
原
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
作
り

た
い
で
す
。
そ
れ
が
地
元
に
対

す
る
恩
返
し
で
す
」

携
帯
電
話
の
お
祓
い
、
人
生
相
談
…

�
「
人
、
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
」

Top 
Interview
トップ
インタビュー

自殺、孤独死現場のお祓いもする金子さん

照

天

神

社

代
表
役
員
宮
司

金
子
雄
貴 

さん

相模原市緑区大島５６３の２
　☎ ０４２-７５１-１０４３　FAX ０４２-７６８-２６６４
URL：http://www.teruten.info/

E-mail：info@teruten.info
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会員紹介 わが社の『いち押し』

社
わが

の『
い
ち
押
し
』

　

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
ヒ
ン
ト
は
〝
富
山
の
薬
売
り
〟
だ
っ
た
―
。
リ
サ
イ
ク
ル
ト
ナ
ー
や

オ
フ
ィ
ス
機
器
の
販
売
を
手
掛
け
る
プ
ラ
イ
ム
ダ
イ
レ
ク
ト
（
中
央
区
田
名
）。
同
社
が
始
め
た
新

サ
ー
ビ
ス
「
プ
リ
プ
ラ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ト
ナ
ー
料
金
の
み
の
負
担
で
、
オ
フ
ィ
ス
用
プ
リ

ン
タ
ー
な
ど
が
無
料
で
導
入
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
東
京
と
神
奈
川
の

２
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、「
多
摩
グ
リ
ー
ン
賞
」、「
か
な
が
わ
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」

で
も
受
賞
。
今
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
本
格
展
開
に
入
る
。

　

無
料
で
貸
し
出
す
プ
リ
ン
タ
ー
は
、
エ
プ
ソ
ン

や
キ
ヤ
ノ
ン
と
い
っ
た
大
手
メ
ー
カ
ー
７
社
、
リ

ー
ス
ア
ッ
プ
機
を
30
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら
選
ぶ
。

品
質
状
態
の
良
好
な
も
の
を
、
プ
ラ
イ
ム
ダ
イ
レ

ク
ト
の
工
場
で
動
作
テ
ス
ト
な
ど
を
し
た
上
で
出

荷
す
る
。

　

納
入
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
は
、
す
べ
て
同

社
が
無
料
で
対
応
す
る
。
大
手
企
業
や
団
体
の
事

務
所
の
み
な
ら
ず
、
個
人
事
務
所
や
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
用
途
が
見
込
め
る
と
し
て

い
る
。

「
Ｓ
Ｔ
Ｍ
Ｃ
認
定
」
も
取
得
済
み

　

一
方
、
ト
ナ
ー
は
同
社
で
製
造
販
売
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
ト
ナ
ー
を
採
用
し
て
い
る
。
同
分
野
に
お

い
て
世
界
で
唯
一
の
品
質
基
準
を
定
め
た
「
Ｓ
Ｔ

工
場
で
動
作
テ
ス
ト
し
て
出
荷

　

同
社
の
サ
ー
ビ
ス
「
プ
リ
プ
ラ
」
は
、
オ
フ
ィ

ス
に
出
向
き
、
無
料
レ
ン
タ
ル
の
プ
リ
ン
タ
ー
を

無
料
で
設
置
。
納
品
後
の
修
理
も
無
料
。
さ
ら
に

初
回
の
納
品
時
は
、
１
個
無
料
で
ト
ナ
ー
の
在
庫

も
置
く
。

Ｍ
Ｃ
認
定
」
も
取
得
す
る
な
ど
、
信
頼
性
も
高
い

と
い
え
る
。

　

鈴
木
祐
幸
社
長
は
、「
導
入
費
用
だ
け
で
な

く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
抑
え
た
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
も
増
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
要
望
に
応
え
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
」
と
説
明
。
今
年
度
か
ら

１
０
０
台
以
上
の
契
約
を
目
指
し
て
い
る
。

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

　

さ
て
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
が
、
も
と
も

と
は
鈴
木
社
長
が
数
年
前
、
携
帯
電
話
の
買
い
換

え
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能
携
帯

電
話
）
は
、
一
定
の
プ
ラ
ン
に
入
る
代
わ
り
に
初

期
費
用
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
機
種
も
あ
る
。

　

こ
れ
を
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
も
応
用
で

き
な
い
か
―
。

　

鈴
木
社
長
は
そ
う
考
え
た
と
い
う
。
や
が
て

〝
富
山
の
薬
売
り
〟
の
イ
メ
ー
ジ
も
重
な
っ
た
。

医
薬
品
の
入
っ
た
箱
を
置
き
、
訪
問
時
に
使
用
し

た
分
の
代
金
を
精
算
す
る
「
置
き
薬
」
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
だ
。
そ
し
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
完
成
さ
せ
た
。

　

す
で
に
営
業
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
、
本
格

展
開
を
見
据
え
て
い
る
。

Ｆ
Ｃ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集

　

現
在
、
同
社
が
営
業
活
動
で
進
め
て
い
る
の
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ（
Ｆ
Ｃ
）展
開
。「
プ

リ
プ
ラ
」
に
関
心
を
持
つ
個
人
事
業
主
な
ど
を
対

象
に
、
自
分
の
得
意
エ
リ
ア
で
営
業
し
て
も
ら
い
、

プ
リ
ン
タ
ー
１
台
の
設
置
契
約
ご
と
に
、
報
酬
を

支
払
う
仕
組
み
だ
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
増
や
す
こ
と
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
拡
大
し
た
い
」
と
鈴
木
社
長
。

パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
同
社
の
名
刺
を
持
つ
こ
と
も
可

能
で
、
福
利
厚
生
も
付
け
る
制
度
も
あ
る
。
ま
ず

は
相
模
原
エ
リ
ア
で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
い
き
、

そ
の
後
は
エ
リ
ア
を
広
げ
る
と
い
う
。

プ
ラ
イ
ム
ダ
イ
レ
ク
ト
㈱

プ
リ
ン
タ
ー
の
導
入
、無
料
で

�

〝
富
山
の
置
き
薬
〟
ヒ
ン
ト
に
考
案

相
模
原
市
中
央
区
田
名
５
５
７
７
番
地
3

☎ 

０
４
２
－
７
６
０
－
７
６
１
５

℻ 

０
４
２
－
７
６
０
－
７
６
１
６

プライムダイレクトの鈴木祐幸社長

リサイクルトナーを生産する同社の工場
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航
続
距
離
を
延
ば
し
た
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

の
実
用
化
を
進
め
て
い
る
工
業
部
会
会
員
企
業
10

社
で
構
成
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
製
作
ノ

ウ
ハ
ウ
の
外
販
を
検
討
す
る
。

　

既
存
車
両
を
活
用
し
て
改
造
Ｅ
Ｖ
の
製
作
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
に
し
て
販
売
す
る
こ

と
を
想
定
す
る
。
こ
う
し
た
試
み
は
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
と
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
つ
な
げ

て
い
く
。

　

電
気
自
動
車
は
、
１
回
の
充
電
で
走
れ
る
航
続

距
離
が
短
く
、
普
及
へ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

日
産
自
動
車
「
リ
ー
フ
」
の
場
合
で
も
２
０
０
㌔

程
度
と
さ
れ
る
。
現
在
、
急
速
充
電
器
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
全
国
各
地
に

設
置
さ
れ
る
の

に
は
時
間
と
膨

大
な
費
用
が
か

か
る
。

　

そ
こ
で
同
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム

は
、
数
年
前
か

ら
、
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
し

よ
う
と
、
航
続

距
離
延
長
装
置

「
レ
ン
ジ
エ
ク
ス
テ
ン
ダ
ー
」
に
着
目
。
同
装
置

を
組
み
込
ん
だ
電
気
自
動
車
「
Ｒ
Ｅ
Ｖ
」
の
開
発

に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｅ
Ｖ
の
車
体
は
、ス
ズ
キ
の
軽
ト
ラ
ッ
ク「
キ

ャ
リ
イ
」
を
ベ
ー
ス
に
、
エ
ン
ジ
ン
部
分
に
駆
動

用
モ
ー
タ
ー
、
後
部
に
発
電
装
置
計
８
台
を
設
置
。

蓄
電
池
の
残
量
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
、
発
電
機
で
供

給
す
る
仕
組
み
だ
。
昨
年
１
月
に
は
、
試
験
走
行

に
成
功
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
走
行
中
に
充
電

し
た
電
気
を
モ
ー
タ
ー
に
送
れ
な
い
か
を
検
証
。

全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
に
申
請
し
、
公
道
走

行
も
実
施
し
て
い
く
。

　

そ
の
後
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
製
作
ノ
ウ
ハ
ウ

の
外
販
も
検
討
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

創
出
と
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
つ
な
げ
る
と
い
う
。

　

県
は
、
企
業
誘
致
施
策
「
イ
ン
ベ
ス
ト
神
奈
川

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
・
プ
ラ
ス
」
と
し
て
、
自
動

包
装
用
機
械
メ
ー
カ
ー
、オ
リ
オ
ン
機
械
工
業（
東

京
都
府
中
市
）
が
、
相
模
原
市
緑
区
西
橋
本
に
新

工
場
を
建
設
す
る
計
画
を
認
定
し
た
。

　

工
場
建
設
な
ど
に
か
か
る
総
投
資
額
は

28
億
９
８
０
０
万
円
。
府
中
に
あ
る
現
本
社
・

工
場
を
市
内
に
移
転
さ
せ
、
生
産
能
力
や
業
務

効
率
な
ど
の
向
上
を
図
る
の
が
狙
い
と
い
う
。

２
０
１
５
年
２
月
の
稼
働
を
目
指
し
て
い
る
。

　

県
は
こ
の
ほ
か
、
三
光
機
械
（
相
模
原
市
中
央

区
下
九
沢
）
の
工
場
新
設
計
画
も
認
定
し
た
。

　

弁
護
士
の
髙
瀬
芳
明
さ
ん
率
い
る
「
髙
瀬
総
合

法
律
事
務
所
」
は
、
昨
年
開
設
し
た
ば
か
り
。
Ｊ

Ｒ
線
・
橋
本
駅
か
ら
も
近
い
場
所
に
立
地
。
企
業

法
務
・
法
律
顧
問
か
ら
不
動
産
全
般
、
遺
産
相
続

な
ど
を
幅
広
く
扱
っ
て
い
る
元
気
な
事
務
所
だ
。

　

も
と
も
と
、
髙
瀬
さ
ん
は
東
京
大
学
農
学
部
卒

の
理
系
。
大
学
時
代
は
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用

法
な
ど
を
研
究
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
社
会
人

に
近
づ
く
大
学
４
年
生
の
と
き
に
気
持
ち
が
変
わ

り
、
弁
護
士
を
目
指
す
こ
と
に
。

　
「
今
の
自
分
と
反
対
の
世
界
に
進
ん
で
み
た
い
。

人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
く
な
っ
た
」（
髙
瀬

さ
ん
）
と
、
司
法
試
験
の
勉
強
を
始
め
た
。
す
べ

て
独
学
だ
っ
た
と
い
う
。

　

29
歳
で
弁
護
士
登
録
。
横
浜
市
内
の
法
律
事
務

所
に
勤
務
し
た
後
、
相
模
原
市
内
の
事
務
所
で
共

同
代
表
を
務
め
る
な
ど
、
経
験
を
積
ん
だ
。「
出

身
地
で
あ
る
相
模
原
で
地
に
足
を
つ
け
た
活
動

を
し
て
い
き
た
い
。
な
か
で
も
中
小
企
業
を
支

え
、地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

（
同
）
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　

そ
ん
な
同
事
務
所
で
は
、
４
月
か
ら
中
小
企
業

を
対
象
に
、
月
額
１
万
円
か
ら
法
律
顧
問
に
な
る

新
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
る
（
企
業
規
模
に
よ
り

異
な
る
）。
同
事
務
所
の
法
律
顧
問
の
業
務
内
容

と
し
て
は
、
弁
護
士
へ
の
電
話
や
メ
ー
ル
相
談
が

無
制
限
に
何
回
で
も
行
え
る
。

　

企
業
か
ら
の
質
問
を
受
け
付
け
て
か
ら
、
原
則

と
し
て
１
～
３
時
間
以
内
に
所
属
弁
護
士
が
対
応

す
る
。

　

例
え
ば
、
取
引
先
に
提
出
す
る
書
類
の
文
面
、

契
約
書
の
条
文
な
ど
、
事
前
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
避
け
ら
れ
る
利
点
が

出
て
く
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
月
額
３
万
円
の
コ
ー
ス
も
用
意
。
そ
の

場
合
は
、
従
来
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
売
掛
金
の
回

収
な
ど
も
着
手
金
ゼ
ロ
で
引
き
受
け
る
（
実
費
除

く
）
と
い
う
。「
か
な
り
格
安
。
法
務
部
が
な
い

企
業
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
本
業
に
専
念

で
き
る
」
と
髙
瀬
さ
ん
。
今
後
は
地
域
の
中
小
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
向
け
に
提
案
し
て
い
く
と
い
う
。

〒
２
５
２
－
０
１
４
３

相
模
原
市
緑
区
橋
本
６
－
５
－
10

中
屋
第
２
ビ
ル
２
－
Ｅ

☎
０
４
２
－
７
６
０
－
８
６
１
１ 

昨年の実証実験の様子

地
域
産
業
情
報

Ｅ
Ｖ
製
作
ノ
ウ
ハ
ウ

マ
ニュ
ア
ル
化
検
討
工業部会
所属10社

オ
リ
オ
ン
機
械
が

相
模
原
に
進
出
へ
インベスト
神奈川認定

月1万円から法律顧問
「中小企業の役にたちたい」

髙
瀬
総
合
法
律
事
務
所

工
業
部
会

会
員
企
業
を
訪
問
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グローバルニッチ企業100選／旭フォークリフト㈱に感謝状／マルケイ資金利子補給制度インフォメーション

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）

　

経
済
産
業
省
が
実
施
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ

ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
（
Ｇ
Ｎ
Ｔ
）
１
０
０
選
」
に

当
商
工
会
議
所
会
員
企
業
３
社
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

機
械
・
加
工
部
門
と
し
て
、『
ア
イ
ダ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
（
サ
ー
ボ
駆
動
式
プ
レ
ス
機
、

精
密
機
械
プ
レ
ス
・
緑
区
大
山
町
）』
と
『
コ

ジ
マ
技
研
工
業
㈲
（
万
能
自
動
串
刺
機
及
び
卓

上
串
刺
機
・
中
央
区
中
央
）』、
電
気
・
電
子
部

門
と
し
て
、『
日
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
シ
ス
テ
ム

㈱
（
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ
用
の
ア
ン
テ
ナ
、
南
区
相

模
大
野
）』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｔ
は
、
ニ
ッ
チ
市
場
で
あ
っ
て
も
、
国

内
外
の
市
場
を
一
体
的
に
捉
え
、
適
切
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。
そ
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
と
も
に
、
高
水
準
の
利
益

を
確
保
し
な
が
ら
ト
ッ
プ
と
し
て
の
地
位
を
築

い
て
い
る
企
業
を
対
象
に
選
定
し
た
も
の
で
す
。

経
済
産
業
省
が
今
回
か
ら
、
初
め
て
認
定
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
相
模
原
３
社
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
経
産
省
は
①
世
界
シ
ェ
ア
と
利
益
の
両
立

②
独
創
性
と
自
立
性
③
代
替
リ
ス
ク
へ
の
対
処

④
世
界
シ
ェ
ア
の
持
続
性
―
な
ど
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
３
社
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
海
外

進
出
に
関
わ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
生
産
機
械
な
ど
を
流
失
・
損

壊
し
た
事
業
者
の
復
興
を
支
援
す
る
、「
遊
休
機

械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業

で
、
工
作
機
械
な
ど
を
被
災
地
へ
届
け
る
な
ど
多

大
な
貢
献
を
し
た
、
旭
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
㈱
（
中

央
区
田
名
・
当
所
１
号
議
員
）
に
対
し
、
こ
の
度
、

東
北
６
県
商
工
会
議
所
連
合
会 

鎌
田
宏
会
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
１
０
０
選

会
員
事
業
所
３
社
が

�

選
定
さ
れ
る
経済産業省
認　　　定

　

当
商
工
会
議
所
は
、日
本
商
工
会
議
所
か
ら「
財

政
基
盤
強
化
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
は
、
全
国
５
１
４
商
工
会
議
所
の
中
か
ら
、
財

政
基
盤
強
化
、（
直
近
２
年
間
に
お
け
る
安
定
収

入
の
伸
び
率
）に
、顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
商
工
会

議
所
を
日
本
商
工
会
議
所
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

３
月
20
日
、
日
本
商
工
会
議
所
第
１
１
９
回
通

常
会
員
総
会
に
お
い
て
、
日
商
の
三
村
明
夫
会
頭

よ
り
当
所
杉
岡
芳
樹
会
頭
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。 当

商
工
会
議
所
が

財
政
基
盤
表
彰
を
受
賞

�

日
本
商
工
会
議
所
か
ら
表
彰

旭
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
㈱
に

感
謝
状

�

遊
休
機
械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マルケイ資金利子補給制度拡大延長決定!!
金利７０％以内の補助で補給期間が３年間（当初３６ヶ月間）へ拡大 !

マルケイ資金（小規模事業者経営改善資金）
ご融資対象者 一定の要件を満たす小規模事業者の方で、商工会

議所の推薦を受けられた方
ご融資限度額 2,0００万円　※1,500万円以上のご利用は一定の要件がございます。
ご融資期間 運転資金： ７年（据置 １年以内）

設備資金：１０年（据置 ２年以内）
ご融資利率 １．６０％（利子補給あり）

（平成２６年 ４ 月 １ 日現在）
担保・保証人 無担保・無保証

　当商工会議所が、相模原市へ要望しておりました、「小規模事業者
経営改善資金（マル経資金）」の利子補給制度延長が決定いたしました。
　平成28年 3 月31日迄（ 2 年間）制度の延長が決定しました！
　さらに貸付金利７０％以内の補助期間がこれまでの当初 ２年間（実行
後24ヵ月）から当初 3年間（実行後36ヶ月）へと延長されました。
　マルケイ融資は当商工会議所の推薦により、無担保・無保証人で低
利融資が受けられる小規模事業者向け日本政策金融公庫の公的融資制
度です。
　事業資金に関するご相談の際は是非お問い合わせ下さい。

※�利子補給については、市内で 1年以上継続して同一事業を営んでいるこ
と、且つ個人にあっては、 1年以上市内に在住の方が対象となります。
※お申込みの内容により、ご融資出来ない場合があります。

制度の詳細については、今月号会報折込チラシをご覧ください！

問い合わせ先：相模原商工会議所	 経営支援課（☎ ０４２-７５３-８１３５）
	 南　支　所（☎ ０４２-７４６-３６１９）
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ものづくり補助金募集中／中小規模事業者省エネルギー対策等支援事業のご案内 インフォメーション

　

消
費
増
税
に
備
え
た
政
府
の
経
済
対
策
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
「
新
・
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
申

請
が
相
模
原
市
内
で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

２
次
締
め
切
り
分
（
５
月
14
日
ま
で
）
を
募
集
中

で
す
。商

業
サ
ー
ビ
ス
に
も
拡
大

　

同
補
助
金
は
昨
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、

革
新
的
な
商
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
中
小

企
業
が
対
象
。
設
備
投
資
な
ど
を
補
助
し

ま
す
。

　

今
回
か
ら
、製
造
業
だ
け
で
な
く
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
分
野
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

試
作
品
開
発
や
設
備
投
資
に
掛
か
る
経

費
の
一
部
を
、
最
大
１
０
０
０
万
円
ま
で

補
助
す
る
「
一
般
型
」。

　

こ
の
ほ
か
、
医
療
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
っ
た
分
野
で
も
設
備
投
資
な
ど
を

１
５
０
０
万
ま
で
支
援
す
る
「
成
長
分

野
型
」。
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
し
た

７
０
０
万
ま
で
補
助
す
る
「
小
規
模
事
業

型
」
の
３
種
類
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
ま
ず
、
申
請
書

の
書
き
方
な
ど
を
解
説
し
、
今
後
の
個
別

相
談
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
下
さ
い
。

　

日
時　

４
月
14
日
（
月
）
14
時
か
ら

　

場
所　

市
立
産
業
会
館

　

相
模
原
商
工
会
議
所
で
は
、
同
補
助
金
の
認
定

支
援
機
関
に
な
っ
て
お
り
、
相
模
原
市
、
相
模
原

市
産
業
振
興
財
団
と
連
携
し
、
申
請
に
向
け
た
個

別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
経
営
支
援
課
（
☎
０
４
２

－
７
５
３
－
８
１
３
５
）
ま
で
。

産業会館で行われた説明会の様子

�
４
月
14
日
に
説
明
会
を
産
業
会
館
で
開
催

も
の
づ
く
り
補
助
金
募
集
中

相模原市からの
お知らせです 中小規模事業者省エネルギー対策等支援事業のご案内

　相模原市では、喫緊の課題である地球温暖化問題の解
決に向け、市民・事業者・市が協働しつつ自ら積極的に
温暖化対策に取り組むため、それぞれの役割や取り組む
べき対策を定めた『相模原市地球温暖化対策推進条例』
を制定し、平成２５年 ４ 月より施行しています。
　この条例に基づき、中小規模事業者の皆様の省エネ
ルギー対策を促進するための支援事業を実施します。
経営改善と地球温暖化対策の推進のため、是非ご活用
ください。

①地球温暖化対策計画書制度
　中小規模事業者の皆様に計画的に省エネ対策に取り組んでいただくため、温室
効果ガスの削減目標や目標達成のための取組などに関する計画を策定し、市へ提
出する『地球温暖化計画書制度』を創設しました。
　提出された計画書の概要は市ＨＰで公表し、計画書を提出した事業者の省エネ
対策・温暖化対策への積極的な取組を幅広く周知します。
（この制度は任意にご活用いただくもので、計画書の提出を義務付けるものでは
ありません。）

②省エネアドバイザー派遣事業
　昨年に引き続き、省エネに関する専門家を事業所に派遣し（最大 2 回まで）、
効果的な省エネ対策の実施や地球温暖化対策計画書の作成に関するアドバイスな
どを行います。

③省エネルギー設備等導入支援補助金
　省エネ対策や温暖化対策の一環として高効率な空調・照明設備への更新や太
陽光発電設備の導入などを実施する場合、その費用の一部（補助率 3分の 1以
内、上限100万円）を助成します。
※�補助金申請には、省エネアドバイザーを活用して作成した「地球温暖化対策計
画書」を市へ提出することが必要です。
※補助対象経費の総額が50万円以上の事業が対象となります。
※申請受付は先着順となり、予算に達した時点で終了となります。

④地球温暖化防止支援資金
　省エネ設備等への切換や太陽光発電設備の導入など、地球温暖化の防止に有
効な設備等の導入の際に利用いただける低利な融資制度です。

支援制度説明会の開催
　これらの支援制度に関する説明会を下記のとおり
開催しますので、制度の活用を検討されている方は
是非ご参加ください。

日　時： ４ 月２１日（月）14時～15時
　　　　 ４ 月２２日（火）10時～11時
場　所：相模原市立環境情報センター　学習室
　　　　相模原市中央区富士見1-3-４１
申　込：‌�事業者名・出席者名・連絡先の電話番号・

参加日をFAXかE-Mailで市環境政策課へ
� （ １事業者につき １名のご出席でお願いします）

申込先：相模原市環境政策課（担当：奈良）
FAX：042-754-1064
E-Mail：kankyouseisaku@city.sagamihara.kanagawa.jp

お問い合わせ先
　①と③について	 相模原市環境政策課	 ☎：042-769-8240
　④について	 相模原市産業政策課	 ☎：042-769-8237
　②について	 相模原商工会議所経営支援課	 ☎：042-753-8135
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会員交流大会を開催／さがみはらクリーン作戦／正副委員長決定インフォメーション

　

相
模
原
の
工
業
人
た
ち
に
垣
根
を
越
え
た

交
流
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、工
業
部
会（
甲

斐
美
利
部
会
長
＝
㈱
向
洋
技
研
社
長
）
は
17

日
、
市
立
産
業
会
館
で
「
会
員
交
流
大
会
」

を
開
い
た
。
部
会
単
独
で
交
流
会
を
開
催
す

る
の
は
初
め
て
。
工
業
部
会
に
所
属
す
る
同

業
種
41
社
が
参
加
。
互
い
の
情
報
交
換
を
通

じ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
っ
て
い
た
。

　

部
会
活
動
な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
工
業

系
企
業
な
ど
を
対
象
に
企
画
し
た
。
地
元
の
工
業

人
た
ち
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
話
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ル

フ
や
釣
り
と
い
っ
た
趣
味
で
も
交
流
で
き
る
仲
間

探
し
を
促
す
の
も
狙
い
と
い
う
。
主
催
は
工
業
部

会
・
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

甲
斐
部
会
長
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
企
業
が

一
堂
に
介
し
た
。
交
流
を
通
じ
て
、
経
営
の
ヒ
ン

ト
も
つ
か
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

会
場
は
、

①
ビ
ジ
ネ
ス

の
話
を
し
た

い
参
加
者
向

け
②
地
域
・

社
会
・
生
活

の
話
を
し
た

い
参
加
者
向

け
③
趣
味
な

ど
の
話
を
し

た
い
参
加
者

向
け
―
な
ど

の
テ
ー
ブ
ル

に
分
け
ら
れ

て
い
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
心
が
あ
る
テ
ー

ブ
ル
に
行
き
、
交
流
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
交
流
シ
ー
ト
を
配
布
。

記
入
さ
れ
た
シ
ー
ト
を
壁
に
貼
り
付
け
、
交
流
相

手
が
探
せ
る
よ
う
な
〝
演
出
〟
も
あ
っ
た
。

　

シ
ー
ト
に
は
「
こ
れ
が
で
き
ま
す
（
受
注
）」

や
「
困
っ
て
い
ま
す
（
発
注
）」、「
連
携
・
交
流

し
ま
せ
ん
か
」
と
い
っ
た
目
的
が
記
入
さ
れ
、
自

社
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
書
き
添
え
ら
れ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
那
須
隆
仁
委
員
長
は
、「
工

業
人
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
つ
な

が
る
」
と
話
し
て
い
た
。

工業部会

会
員
交
流
会
を
開
催

�

部
会
単
独
で
は
初
め
て

あいさつする甲斐部会長

同業種の41社が情報交換

　

地
域
の
商
店
会
の
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
協
力
を
し
あ
い
、
街
を
一
斉
に
清
掃
す
る

「
第
12
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
が
こ

の
ほ
ど
実
施
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

30
の
商
店
会
な
ど
が
参
加
。
地
域
住
民
や
学
生
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
加
わ
り
、
約
７
５
０
人
が
街
の

美
化
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
相
模
原
市
商
店
街
地
域
貢
献
活

動
推
進
協
議
会
（
武
内
英
雄
会
長
）
が
「
地
域
の

お
客
様
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
商
店
街
」
を
目
指
し

て
主
催
し
た
も
の
で
す
。
今
回
で
12
回
目
に
な
り

ま
す
。

　

街
路
や
街
中
の
清
掃
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
商
店
街
の
役
割
を
、
消
費

者
に
再
認
識
し
て
も
ら
う
の
も
大
き
な
狙
い
で
す
。

　

当
日
は
、
春
一
番
が
吹
く
暖
か
い
陽
気
の
中
、

街
頭
や
路
地
の
ご
み
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
拾
い
、
草

む
し
り
な
ど
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
商
店
街
か
ら
は
、「
相
変
わ
ら
ず
、

タ
バ
コ
の
吸
殻
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
が
多
か
っ

た
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
数
多
く
参
加
い

た
だ
い
た
」
な
ど
、
当
事
業
が
地
域
に
浸
透
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
の
合
同
委
員
会
（
財
政
組
織
、

金
融
税
制
、
雇
用
労
働
問
題
、
官
公
需
等
取
引
促

進
、
産
業
基
盤
整
備
促
進
、
環
境
対
策
）
が
３
月

13
日
、
市
立
産
業
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
65
人
が
参
加
。
第
15
期
委
員
会
の
顧

問
及
び
正
副
委
員
長
の
選
任
、
並
び
に
第
15
期
の

各
委
員
会
の
主
な
取
組
み
内
容
（
案
）
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
平
成
28
年
10
月
末

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
顧
問
、
委
員
長
及
び
副
委

員
長
は
左
記
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

750人が
街の美化運動を実施

第12回さがみはらクリーン大作戦

正
副
委
員
長
が
決
定

�

第
15
期
相
模
原
商
工
会
議
所
委
員
会

各　　種
委 員 会 財政・組織 金融税制 雇用労働

問　　題
官 公 需
等 取 引

産　　業
基盤整備

環　　境
対　　策

顧　　問 原　　清助 原　　清助 宮下　朝三 大野　則夫 大野　則夫 加川　広志

委 員 長 杉原　康王 山田　真矢 志村　英昭 谷津　　弘 武内　英雄 甲斐　美利

副委員長 小林　恒男 小形　文夫 岩谷　房雄 笹部　良一 佐藤　克治 中濱　一芳

副委員長 古橋　裕一 山﨑　利宏 鈴木　克人 尾作　晃 横江　利夫 根本　敏子
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インフォメーション相模原市トライアル発注認定企業紹介⑩／「今☆知っておきたいマネー学。」　他

神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

■
価
格
（
参
考
）

　

３
万
９
千
円
～

■
用
途

　

店
舗
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
受
付
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

■
販
売
実
績

　

ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
、ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
、企
業

の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
、
展
示
会
ブ
ー
ス
向
け
な
ど

■
会
社
・
事
業
概
要

　

プ
リ
ン
ト
配
線
板
の
設
計
か
ら
製
造
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

応
用
製
品
の
開
発

　
【
放
熱
メ
タ
ル
基
板
技
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

相
模
原
市
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
制
度

�

認
定
企
業
紹
介

（第10回）

Ｔ
Ｓ
Ｓ　
株
式
会
社

■
認
定
製
品

　

３
Ｄ
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

■
製
品
の
概
要

　

ム
ー
ド
あ
る
立
体
感
で
人
々
を
魅
了
す
る
不
思

議
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
看
板
で
す
。

鏡
の
織
り
な
す
ト
リ
ッ
ク
効
果
、
最
新
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

発
光
技
術
、
自
社
製
造
の
高
性
能
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

基
板
技
術
の
融
合
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

厚
さ
14
㍉
㍍
な
が
ら
、
奥
ま
で
広
が
る
空
間
を

「
演
出
」
し
、
見
る
人
の
位
置
に
よ
り
変
化
す
る

立
体
像
を
表
示
し
ま
す
。
店
舗
の
ウ
イ
ン
ド
ー
に

飾
れ
ば
、
通
り
掛
か
る
人
を
ハ
ッ
と
驚
か
せ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

海
外
展
開
活
発
化

　

海
外
へ
の
事
業
展
開
は
、
相
模
原
で
も
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

異
な
る
文
化
や
言
語
、
商
慣
習
の
も
と
で
行
わ
れ

る
た
め
、
様
々
な
リ
ス
ク
を
伴
う
の
も
現
実
で
す
。

　

商
工
中
金
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の
海
外

展
開
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
し
よ
う
と
、
国
内
外

全
１
０
４
の
営
業
拠
点
・
海
外
拠
点
に
「
中
小
企

業
海
外
展
開
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
を
設
置
し
て
い

今
★
知
っ
て
お
き
た
い

�

マ
ネ
ー
学
。

金
融
保
険
業
部
会
連
載
（
第
６
回
）

ま
す
。
そ
し
て
、
海
外
進
出
に
必
要
な
海
外
投
融

資
か
ら
貿
易
金
融
ま
で
、
こ
れ
ま
で
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
も

含
め
、
ご
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、海
外
支
店（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
）・
駐
在
員
事
務

所
（
香
港
・
上
海
・
バ
ン
コ
ク
）

や
業
務
提
携
行
を
通
じ
た
投
資

環
境
・
税
務
・
会
計
・
労
務
な

ど
、
海
外
進
出
に
必
要
な
情
報

提
供
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易

振
興
機
構
）・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
（
日

本
貿
易
保
険
）
と
い
っ
た
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、

幅
広
く
、
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
進
出
し
て
い
る
当
金
庫
の
お
取

引
先
同
士
の
交
流
の
場
で
あ
る
「
海
外
中
金
会
」

（
香
港
・
バ
ン
コ
ク
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）、「
交

流
会
」（
上
海
・
大
連
・
北
米
・
ハ
ノ
イ
）
の
開
催
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
発
揮
な
ど
、
海

外
で
も
取
引
先
相
互
の
連
携
、
情
報
交
換
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

商
工
中
金　

横
浜
西
口
支
店　

相
模
原
営
業
所

　

☎
０
４
２
－
７
８
６
－
６
２
３
０　

「小田急多摩線延伸に関する署名活動」
お礼とご報告

　当商工会議所では小田多摩線の延伸実現に向け
て、小田急多摩線延伸促進協議会（成川猛会長）及
びその構成団体とともに国に対する署名活動（平成
26年 １ 月15日～ ２ 月28日）を実施し、合計で１４万人
を超える署名を集めることができました（ ３月14日
集計時点）。
　当所においても多くの会員事業所のご協力のもと
１，８３２名の方にご署名をいただきました。
　会員事業所並びにご賛同いただいた多くの皆様に
厚くお礼申し上げます。
　なお、集められた署名は ３月25日に相模原市長へ
提出し、その後、内閣総理大臣に提出される予定です。
� 【本件担当】総務課　☎ 042-753-8131

て
、
20
年
に
渡
る
実
績
の
も
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
の

普
及
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。】

　

所
在
地　

中
央
区
清
新
８
－
20
－
25

　

代
表
者　

小
西　

照
郎

　

☎ 

０
４
２
－
７
７
０
－
９
２
３
３

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.tssg.com
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インフォメーション がんばる中小企業を応援する条例／県信用保証協会／健診料金改定のお知らせ

　

市
内
経
済
の
持
続
的
発
展
や
豊
か

な
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

市
内
事
業
所
の
99
％
を
占
め
、
地
域

の
経
済
活
動
を
支
え
て
い
る
中
小
企

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
中
小
企
業
の
振
興
に

向
け
た
基
本
理
念
等
を
明
ら
か
に

し
、
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
た

め
、
市
議
会
議
員
提
案
に
よ
る
「
市

が
ん
ば
る
中
小
企
業
を
応
援
す
る
条

例
」
が
制
定
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
や
中
小
企
業
支
援
機
関
で
は
、

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
振

興
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
得
て
、

中
小
企
業
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
を

社
会
全
体
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

条
例
の
内
容
は
相
模
原
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

相
模
原
市
産
業
政
策
課

　

☎ 

０
４
２
－
７
６
９-

８
２
３
７

が
ん
ば
る
中
小
を
応
援
す
る
条
例

４
月
１
日
か
ら
施
行

～ご利用ください～ 平成26年度相模原市中小企業融資制度のご案内
相模原市指定の金融機関から、事業資金の融資を受けられます。

その他主な資金（資金ごとに資格要件が異なります。）
資　　　金 融資利率 市負担利率 利用者負担利率 融資限度額 資金使途

中小企業振興資金 2.4%以内 2.4%以内 ３，０００万円 運転・設備
小企業小口資金 2.4%以内 1.2% 1.2%以内 １，０００万円 運転・設備
小企業特別資金 2.2%以内 1.6% 0.6%以内 １，２５０万円 運転・設備
景気対策特別資金 2.2%以内 1.6% 0.6%以内 ２，０００万円 運転・設備
景気対策特別小口資金 2.2%以内 1.9% 0.3%以内 ５００万円 運　転
経営安定支援資金 2.2%以内 1.6% 0.6%以内 ２，０００万円 運　転
地球温暖化防止支援資金 2.4%以内 1.9% 0.5%以内 ３，０００万円 設　備
創業支援融資制度 2.1%以内 1.5% 0.6%以内 １，５００万円 運転・設備
※信用保証料の一部補助もあります。
※創業支援融資制度の対象者については、詳細に設定がありますのでご確認ください。
※融資確認申請等の受付は、（公財）相模原市産業振興財団で行っています。

� お問い合わせ　相 模 原 市 産 業 政 策 課 （☎：042-769-8237）
� （公財）相模原市産業振興財団 （☎：042-759-5600）

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

�

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

�

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

　

信
用
保
証
協
会
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
が
金
融
機

関
か
ら
事
業
資
金
を
調
達
す
る
と
き
に
、
保
証
人
と
な

り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

神
奈
川
県
中
小
企
業
制
度
融
資

　

神
奈
川
県
中
小
企
業
制
度
融
資
は
、
神
奈
川
県

が
中
小
企
業
支
援
施
策
の
一
環
と
し
て
用
意
し
た

融
資
制
度
で
す
。
一
部
の
制
度
を
除
き
、
当
協
会

の
保
証
を
付
け
て
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
融
資
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
固
定
金

利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
、
当
協
会
に
お
支
払
い
い

た
だ
く
信
用
保
証
料
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

経
営
力
強
化
保
証
制
度

　

国
の
認
定
を
受
け
た
支
援
機
関
か
ら
事
業
計
画

の
策
定
支
援
や
継
続
的
な
経
営
支
援
を
受
け
て
経

営
改
善
に
取
組
む
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
向
け
の
商

品
で
す
。

　

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
際
に
経
営
力
強

化
保
証
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
信
用
保
証

料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会　

相
模
原
支
所

　

☎ 
０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　

http://w
w
w
.cgc-kanagaw

a.or.jp
神奈川県
信用保証協会
キャラクター

カナモ

　

当
商
工
会
議
所
が
会
員
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
健
康
診
断
の
料
金
が
、
平
成
26
年

４
月
１
日
の
受
診
分
か
ら
、
生
活
習
慣
予
防
健
診

１
４
，４
０
０
円
（
税
抜
き
）、
40
歳
以
上
の
法
定

健
診
６
，８
０
０
円（
税
抜
き
）、
40
歳
未
満
の
法

定
健
診
３
，９
０
０
円
（
税
抜
き
）
と
、
お
お
よ

そ
１
０
０
円
程
度
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
、
検
査
試
薬
等
の
原
価
が
上
が
っ

て
お
り
、
実
施
機
関
に
お
い
て
現
状
の
価
格
を
維

持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ
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アクティブ５都産研／女性会／青年部／青工研

相
模
原
の

　
15
年
後
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

�

新
し
い
提
言
書
発
行
の
ご
報
告

都産研
　

都
市
産
業
研
究
会
（
中
嶋
幸
夫
会
長
）
は
４
月

１
日
、
新
し
い
提
言
書
と
し
て
「
都
市
産
業
研
究

会
２
０
１
４
提
言
書　

相
模
原
の
15
年
後
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
提
言
書
は
、
相
模
原
市
の
地
域
や
産
業
の

現
状
を
捉
え
、
15
年
後
に
向
け
た
課
題
な
ど
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　

相
模
原
市
の
特
長
を
理
解
し
、
同
市
が
持
っ
て

い
る
〝
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
〟
を
十
分
発
揮
す
る
た
め
、

同
研
究
会
の
考
え
る
未
来
像
「
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
さ
が
み
は
ら
」
を
実
現
す
る
「
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
、
産
業
人
の
立
場
か
ら
ま
と

め
ま
し
た
。

　

女
性
会
（
猪
熊
幸
江
会
長
）
は
３
月
３
日
、
中

央
区
田
名
の
児
童
擁
護
施
設「
中
心
子
ど
も
の
家
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
会
の
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る

「
環
境
と
福
祉
」
に
基
づ
い
て
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
。
今
年
で
９
回
目
。
会
員
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
会
の
松
井
和
美
研
修
・
交
流
委
員

長
が
、
入
所
児
童
へ
の
寄
付
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
施
設
の
概
要
や
入
居
さ
れ
て
い
る
児
童

の
皆
さ
ん
の
近
況
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、

入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
、
施
設
側
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
を
通
じ
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
一

端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
次
世
代
の
主
役

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
、
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
貴
重
な
一
日
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
形
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

採
点
さ
れ
る
皆
様
に
よ
り
良
い
相
模
原
の
未
来
像

を
想
像
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で

相
模
原
に
「
住
み
・
働
き
・
憩
う
」
全
て
の
方
々

に
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
提
言
書
は
、
市
民
桜
ま
つ
り
、
城

山
も
み
じ
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
無
料
配
布

を
行
い
ま
す
の
で
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

　

事
務
局
（
☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
１
）

今
年
度

テ
ー
マ「
環
境
と
福
祉
」で

�

積
極
的
に
活
動
！

�

～
中
心
子
ど
も
の
家
と
交
流
～

女 性 会

　

青
年
部
は
、
新
し
い
仲
間
を
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

　

入
会
す
る
に
は
、

①�

事
業
所
が
相
模
原
商
工
会
議
所
の
会
員
で
あ
る

こ
と

②�

満
年
齢
で
18
歳
以
上
45
歳
以
下
の
経
営
者
ま
た

は
従
業
員
で
あ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
会
費
は
２
４
０
０
０
円
。
年
度
途
中
の
入
会

で
は
月
割
り
に
て
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
部
員
は
80
人
程
度
。
毎
月
２
回
の
定
例
会

議
や
、
各
事
業
へ
の
お
試
し
で
の
参
加
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
「
相
模
の
大
凧
祭
り
」
へ
の
参
加
や
、
全
国
の

商
工
会
議
所
青
年
部
と
の
交
流
な
ど
、
青
年
部
員

で
し
か
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
活
動
も
あ
り

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
や
お
知
り
合
い
を
紹
介
い
た
だ

け
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
！

　

青
年
部
事
務
局

　

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

青
年
部メンバー大募集中!!

相模原市青年工業経営研究会（青工研）

新入会員募集中！～集え42歳以下の工業系若手経営者～
■青工研とは
　1980年の発足以来、相模原商工会議所工業部会の下部組織として
発足。以来「地道に自ら学ばん」の基本理念のもと、会員同士が「良
き仲間であり、良きライバル」として自己研鑽を積み、共に切磋琢
磨しながら、自社の発展のために活動を展開しています。

■こんな若手経営者にオススメ
　・本気で経営能力を磨きたい！　・自分の可能性を広げたい！
　・経営者として真の仲間を作りたい！　・人脈を広げたい！

■お問い合わせ：☎ 042-753-8136（産業振興課） ～まずは見学に来てみませんか？～
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新入会員紹介／相模の潤水／職員人事異動インフォメーション

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

　

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
一
環
と
し
て
、
相
模
原

市
や
当
商
工
会
議
所
な
ど
が
商
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Ｗ
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潤　水

新会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成26年２月末会員数4,593事業所

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 ㈱　ケ ン コ ウ ア サ ヒ 渡辺　俊隆 南区古淵1-23-7 080-2376-2207 健康商品販売

サービス業 さ が み は ら Ｉ Ｔ ㈿ 杉本　祥一 南区相模大野7-5-2
グリタァ相模大野１F 042-862-2555 ソフトウェア開発

サービス業 照 天 神 社 本 宮 金子　雄貴 緑区大島563-2 042-751-1043 神道の布教　伝統祭典活動

サービス業 Japanese Dining 黄柚子 大沼　　歩 南区相模台1-9-2 042-748-7595 創作居酒屋

サービス業 ㈱　ハ　イ　ウ　ェ　ル 堀　　貴麿 中央区小山2-10-4 042-772-4618 医療に関する検査業務の斡旋

サービス業 みずにわ特許事務所 水庭　浩吉 中央区相模原5-9-1
安平ビル301 042-753-1164 特許・商標等の出願手続きの代理など

サービス業 森嶋洋子グローバル総合調査 森嶋　洋子 南区上鶴間本町3-9-2
岩波第2ビル４F 042-741-1821 行動・素行調査、結婚信用調査、

行方調査

サービス業 ㈱　ワークステーション 渋川　昌之 中央区清新3-10-3-103 042-753-4004 労働者派遣　内装工事

建 設 業 ㈲　小 川 電 気 商 会 小川　泰永 中央区相模原1-3-9 042-752-4159 電気工事業

建 設 業 ㈱　成　　　　　　　昇 飯吉　正雄 南区麻溝台7-2382-1 042-767-7101 電気工事業

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載していない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前
工　　業 スリーボンドファインケミカル㈱ 事業所名 スリーボンドファインケミカル㈱ スリーボンド高分子㈱

サービス業 大崎ひではる行政書士事務所 事業所名 大崎ひではる行政書士事務所 大﨑行政書士事務所

住　所 南区相模台3-8-2 南区松が枝町15-11-201

建 設 業 菊永建設㈱ 代表者 菊永　秀樹 菊永　千博

（平成26年1月29日〜2月28日）
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平成26年度検定試験カレンダー／さがみの潤水 インフォメーション

相模原生まれの
　　　　天然水 

　豊かな水資源を有する「潤水都市 さがみはら」。
　当商工会議所では、シティセールスの一環として、相模原生まれの
天然水「さがみの潤水®」を販売しています。ぜひご賞味ください。
販売先など詳しくはWEBサイトをご覧ください。
　http://www.sagamihara-cci.or.jp/archives/6287
　売り上げの一部は水源の環境保全などに還元されます。
　希望小売価格：120円（税込）

地元相模女子大学とのコラボ商品
ラベルモチーフは相模女子大学メディア情報学科
の学生さんと協力して市の花であるアジサイをイ
メージにデザインされました。

水源は丹沢山系　相模川の源流
緑区青野原の相模川源流、津久井の森が
育んだナチュラルウォーターです！

おいしくて安全
飲みやすく、料理やお茶に最適とい
われる軟水（硬度34mg/l）です。

好評発売中!!

SCさがみはらサポート自販
機（さがみの潤水入り）の設
置にご協力ください。
お問い合わせは共済検定課	
☎ 042-753-8134まで

�

自
販
機
イ
メ
ー
ジ

検定試験名・受験料（税込） 級 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

日商簿記検定試験
１級：7,710円　２級：4,630円　３級：2,570円

1級
第１３7回
8日㈰

第１３8回
16日㈰

２～３級 第１３9回
22日㈰

日商販売士検定試験
１級：7,710円　２級：5,660円　３級：4,120円

１級 第４2回
１8日㈬

２級 第４2回
1日㈬

３級 第７4回
12日㈯

第75回
18日㈬

日商珠算検定試験
１級：2,100円　２級：1,570円　３級：1,360円

１～３級 第201回
22日㈰

第202回
26日㈰

第203回
8日㈰

日商PC検定試験
（１分野あたり）	１ 級：10,290円	２ 級：7,200円
	３ 級： 5,140円	 Basic：4,120円

１級 5日㈰ 15日㈰

２・３級・
Basic

毎月実施予定。
試験日等の詳細はワープロイン・Uのホームページでご確認下さい。

東商ビジネス実務法務検定試験®
２級：6,480円　３級：4,320円

２・３級 第35回
29日㈰

第36回
7日㈰

東商福祉住環境コーディネーター検定試験®
２級：6,480円　３級：4,320円

２・３級 第32回
6日㈰

第33回
23日㈰

東商環境社会検定試験® （eco検定）
5,400円

第16回
27日㈰

第17回
14日㈰

東商カラーコーディネーター検定試験®
２級：7,340円　３級：5,250円

２・３級 第36回
15日㈰

第３7回
30日㈰

■相模原商工会議所 本所 共済検定課 ■相模原商工会議所 南支所　※簿記検定試験の申込受付のみ
〒252-0239 相模原市中央区中央3-12-3　☎：042-753-8134（直通）　FAX：042-753-7637
URL：http://www.sagamihara-cci.or.jp/kentei/guidebook
E-mail：kyo-ken@sagamihara-cci.or.jp

〒252-0303 相模原市南区相模大野4-5-1-201 市民ロビー相模大野2階
☎：042-746-3619

●　平成26年度　相模原商工会議所検定試験カレンダー　●

� ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
� 連絡先　☎ 042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中


